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見直しを行い,継続的な改善に努めます.

2009年5月13日制定

2020年3月19日改定

株式会社ヒラサワ

１．  下記の事項について、環境経営目標・環境経営計画を策定し、定期的に

環　境　経　営　方　針

＜基本理念＞

環境と地域社会との調和を大切にし、明るい未来を創る

＜行動指針＞

当社は、製品の開発・製造を行っていることを踏まえ、すべての事業活動が環境に何
らかの影響を与えていることを認識した上で、環境負荷の低減に努め、特に、以下の
環境保全活動を展開します。

４．  すべての構成員に環境経営方針を周知します。

－この環境経営方針は、社外の人にも公開します－

代表取締役社長　平 澤 義 春

①　二酸化炭素排出抑制（省エネルギー推進）

②　廃棄物排出抑制（リサイクル推進）

③　排水抑制（節水）

④　不良低減

２．  環境関連法規制を順守します。

３．  環境への取組を、環境経営レポートとしてとりまとめ、公表します。
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1）　事業者名及び代表者名

株式会社ヒラサワ

代表取締役社長　　　平澤　　義春　

2）　所在地

栃木県下都賀郡野木町大字友沼１３４０

3）　環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

責任者　代表取締役会長　平澤　義一

担当者　環境管理事務局　眞瀬　規之

連絡先　電話　 　０２８０－５５－０１１６

　　　　　  ﾌｧｯｸｽ　０２８０－５５－０１１９

4）　事業内容

家電部品、冷凍機器部品、建材部品、通信機部品のプレス、板金加工

5）　事業規模

活動規模 単　位 2020年度 2021年度 2022年度

生産量 ｔ／年度 1320 560.29 291.03

従業員 人 33 33 33

工場延べ面積 ㎡ 5800 5800 5800

6）　適用範囲

（1）適用事業所　　　株式会社ヒラサワ　本社　栃木県下都賀郡野木町友沼１３４０

（2）適用商品及びサービス　　　金属部品 のプレス・板金加工

（3）適用構成員　　　役員3名　　　社員数（事業規模に記載）　　　33人

2.事業活動の概要

承認 作成

㈱ヒラサワ

'22/03/24

眞瀬

㈱ヒラサワ

'22/03/24

平澤（春）
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7）環境経営システムの運用体制

組織構成員 役割・責任・権限

環境経営方針を定める

環境経営最高責任者 環境経営管理責任者を任命するとともに、環境経営組織、役割、責任を定める

環境管理ｼｽﾃﾑ管理責任者 代表者による全体評価と見直し

環境経営活動レポート他EA21関係全書類の承認

EA21に関する実施把握

環境経営管理責任者 環境経営活動レポートの作成

環境経営管理事務局 環境関連文書及び記録の作成、管理

その他EA21に関する業務

営業部門 各製造部門の人員に環境経営活動の指導を行う

製造部門 問題点の是正処理

事務部門

全従業員 自主的・積極的に環境経営活動に参加する

環境経営最高責任者

環境経営ｼｽﾃﾑ管理責任者

環境経営推進委員会

環境経営管理責任者

環境経営管理事務局

事務部門

運送 第一工場

第二工場

第三工場

営業部門 製造部門

承認 作成

㈱ヒラサワ

'19/04/03

平澤（春）

㈱ヒラサワ

'19/04/03

眞瀬
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作成 承認

2021年 2022年 2023年

0.100 kg-CO2/ⅿin 基準値以下 基準値以下 基準値以下

295,519.7 kg-CO2 295,519.7 295,519.7 295,519.7

注1：二酸化炭素排出量削減は、2015年度の実績及び係数を基準値として使用

    二酸化炭素排出係数は東京電力2014年度排出係数（0.496）を使用【この係数を基準値とする】

注2：水使用量及び廃棄物排出削減は、2017年度の実績値を基準値とする。（2018年3月29日）

３．主要な環境活動計画の内容

1) 環 境 経 営 目 標

目  標  項  目 取り組み及び達成手段 基準値 単位

中期目標

１．二酸化炭素排出量
・電力使用量削減
・化石燃料使用量削減

基準値以下

３．水使用量削減 ・水漏れのチェック 161.0  基準値以下 基準値以下 基準値以下

２．廃棄物排出量削減（紙くず）

・ごみの分別の徹底
・雨対策のシート
・返却パレット内のごみ
の確認

2.360 ｔ 基準値以下 基準値以下

68４．不良削減
・不良削減会議の実施
（月1回）

100 ％ 90.0 78.0

㈱ヒラサワ

'22/03/24

平澤（春）

㈱ヒラサワ

'22/03/24

眞瀬
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取り組み内容 実施部門

不使用電灯の消灯

エアコン設定温度管理

業務終了15分前エアコン停止 製造部門

パソコン節電モードの実行 事務部門

エコドライブの実施

運転前点検の実施

法定点検の実施

アイドリングストップ

温度管理の徹底

紙くず排出量削減

分別の徹底

３Ｒの徹底

洗面所、トイレの節水

蛇口をこまめにしめる

不良削減会議の実施 全部門４．不良削減

2) 環 境 経 営 計 画

目　　標　　項　　目

１．二酸化炭素排出量削減

①電力使用量削減

全部門

②化石燃料使用量削減

全部門

２．廃棄物排出量削減

３．水使用量削減
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注1：二酸化炭素排出量削減は、2015年度の実績を基準値として使用しているが、
   二酸化炭素排出係数は東京電力2014年度排出係数（0.496）を使用【この係数を基準値とする】
注2：水使用量及び廃棄物排出削減は、2017年度の実績値を基準値とする。（2018年3月29日）
注3：PRTR該当物質は、取り扱っていません。

100.0 ％ 78.0 77.8 100.3%４．不良低減

注4：不良低減の基準値は、前年度を基準値として活動する。

158.0

2.360２．廃棄物排出量削減

３．水使用量削減 101.9%

2.360 ｔ 100.0%

161.0  161.0

2.360

270,118.9

実績値 達成率

１．二酸化炭素排
出量削減

単位

②化石燃料使用量削減

83.3%①電力使用量削減 0.100

295,519.7

kg-CO2/Min

kg-CO2

0.100

295,519.7

0.120

3) 2022年度の目標と実績

大区分 基準値中区分 目標値

承認 作成

㈱ヒラサワ

'23/03/22

平澤（春）

㈱ヒラサワ

'23/03/22

眞瀬
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承認 作成

大区分 中区分 小区分 達成率 結果

100.0% 達成

101.9% 達成

100.3% 達成

80％以上 〇
80％未満 ×

注1）不良低減の達成基準については、取組への最重要項目とするため100％（〇）、100％未満は（×）とする。

達成基準

注2）達成基準は、過去の活動内容及び結果を踏まえ誤差を加味して８０％とする。

9

２．廃棄物排出量削減

目標達成
廃棄物の削減は、社内での活動が徹底でき
ているため、ほぼ横ばいとなった。
来年度も引き続き継続して活動していきた
い。

３．水使用量削減

目標達成
作業時間の減少もあって目標を達成でき
た。  水の使用は、継続的に最低限しか
使用していないためあまり変化は無い。
引き続き水漏れなどないかチェックをして
活動を進めたい。

４．不良低減

目標達成
社内での低減活動が浸透して品質への意識
が高く活動ができている。来年では、品質
だけでなく作業効率も意識できるよう活動
していきたい。

4) 2022年度の結果とその評価、次年度の取り組み

取組結果の評価と次年度の取り組み

１．二酸化炭素排出
量削減

①電力使用量削減

83.3% 達成

目標達成
二酸化炭素排出量は、減少したが、原単位
での活動としては、83.3％となった。
作業時間は減少したが、それに比例して電
力が減少していないため80％台にとどまっ
たと考える。
来年度は、より待機電力を意識して活動を
行いたい。

②化石燃料使用量削減

㈱ヒラサワ

'23/03/22

眞瀬

㈱ヒラサワ

'23/03/22

平澤（春）
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4.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

No. 法規制 法規制対象 遵守評価内容 評価の証 判定

1 ・油圧プレス 事前届出 対象なし －

・機械プレス 特定施設設置変更届 追加削除等なし －

・空気圧縮機 騒音基準順守(60/65/60/50dB以下) 44/58/42/41dB(2006年測定) ○

2 ・油圧プレス 事前届出 対象なし －

・機械プレス 特定施設設置変更届 追加削除等なし －

・空気圧縮機 振動基準順守(70/65dB以下) 60/21dB(2006年測定) ○

3 収集運搬業者との契約書 北島商店との契約書・許可証 ○

伊藤総合開発との契約書

(H22.2/28～解約の申し入れが無い限り
同一条件により自動更新)

収集運搬業者との契約書 北島商店との契約書 ○

処分業者との契約書 伊藤総合開発との契約書

業者の許可証 北島商店(～2026.11.4）

伊藤総合開発(～2027.2.11)

管理票(マニフェスト)の交付 マニフェスト票 ○

管理票の回収管理 産業廃棄物処理委託管理票交付

及び回収確認表

保管基準(悪臭・汚水、掲示板) 現場確認 ○

産業廃棄物管理票交付等状況報告(6月) 産業廃棄物管理票交付等状況報告書 ○

設置届出(構造変更時含む) 野木町から証明書入手 ○

4 浄化槽法 20人槽 廃止届出(３０日以内) 対象なし －

法定検査(１回/年)　：　6月
浄化槽法第11条検査結果書(栃木日化
サービス) ○

点検及び清掃(４回/年)：

3月、6月、9月、12月

5 廃棄及び修理依頼業者の登録認証確認 －

廃棄及び修理の証明書類確認 －

簡易定期点検 室外機点検表 ○

6 テレビ/洗濯機 管理票(家電リサイクル券)の交付 対象なし

空調機/冷蔵庫

7 溶接機 仕切りの設置

特定健康診断（年2回） 労働基準局への健康診断の提出

上記結果から適切に遵守できた。

・最新版管理を環境省ホームページ・メーカーへの確認等を行い情報を入手している。（年1回・2月）

・当社に適用される主な環境関連法規等の一覧及びこれらの順守状況を確認した結果、環境関連法規等への

　違反はありません。

　尚、関係当局より違反等の指摘は、過去3年間ありません。

○

産業廃棄物、
廃プラ、粉塵、
汚泥

○(H22.2/28～解約の申し入れが無い限り
同一条件により自動更新)

○

騒音規制法

振動規制法

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

一般廃棄物
処分業者との契約書

特定化学物質障害
予防規則

〇

○

浄化槽保守点検報告書(栃木日化サービ
ス) ○

フロン排出抑制法

業務用空調機

家電リサイクル法 －

㈱ヒラサワ

'23/03/22

平澤（春）

㈱ヒラサワ

'23/03/22

平澤（春）

㈱ヒラサワ

'23/03/22

眞瀬

㈱ヒラサワ

'23/03/22

眞瀬
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5.　代表者による全体評価と見直し結果 

開催日：　　 場　所： 食堂

出席者： 会長、社長、鈴木（岩）、平澤（正）、前田、眞瀬（規)

1.管理責任者の報告事項

環境経営目標及び環境経営計画 目標は、すべて達成となった。

環境法令等情報及び遵守結果

　環境関連法規の新情報はなく、遵守結果も問題ない

外部からの環境に関する苦情・要望等

　外内部環境情報受入・回答記録 　外部からの苦情・要望等はなかった。

引き続き継続して活動していく。

その他

2.代表の指示事項及びコメント

環境経営方針

■ 有 CSR活動の推進を追加

□ 無

環境経営目標及び環境経営計画

□ 有 引き続き継続していくこと

■ 無

実施体制

□ 有 変更はないが、再確認すること

■ 無

その他

□ 有 気づいたことの報告・改善を図ること

■ 無

2023年3月17日

項目/報告書名 報告内容（状況）

前回までの代表者の指示事項に対するフォ
ローアップ

項目/変更有無 指示内容・コメント内容
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